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１．研究計画の概要 
 本研究は，方言情報を地理情報システム
(Geographical Information System: GIS)に
組み込むことにより，諸種の地理情報と方言
分布を総合的に分析する方法を構築し，言語
地理学を新たな方向に展開させることを目
的とするものである。 
 上記目的の達成のため，方言学と地理学の
専門家が共同して，具体的な言語内外の地理
情報を比較分析し，研究手法を向上させる。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)研究打ち合わせ 
 a. GIS に関する基礎知識ならびに具体的
分析方法の確認，b. GIS を利用する上での問
題点の洗い出しと対策を討議した。 
(2)方言データの作成・収集 
 a. 方言データの地理情報化，b. 新規方言
データの調査・収集を実施した。 
(3)言語外地理情報の獲得 
 言語外地理情報の整理と収集を行った。 
(4)測地系の統一 
 地理座標フォーマットを世界測地系に統
一した。 
(5)分析 
 方言地理情報と言語外地理情報(主に人口，
交通，標高，水系データ)とのオーバーレイ(重
ね合わせ)を中心に分析を進め，傾向面分析の
利用方法の検討を行った。 
(6)成果報告 
 国内外の学会・各種研究会・研究集会・シ
ンポジウム等で分析結果を報告し，GIS を基
盤とした言語地理学の有効性をアピールし

た。 
(7)知見の共有化 
 得られた知見を共有化するために，a. 代
表・分担者間のMLを継続活用するとともに，
b. GIS 利用上のマニュアル作成を行った。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 当初は，既存の言語内外の地理情報をベー
スに分析を進めることを計画していた。しか
し，研究打ち合わせを通す中で，それだけで
は研究目的を達成するためには不十分であ
ることが明らかになり，研究期間２年目から
独自の情報構築を開始した。具体的には，富
山県西部の人的交流形成に大きく寄与して
いる庄川の近隣地域を対象に臨地調査を実
施し，同水系流域の 100 地点以上の集落から
詳細な情報が収集できた。このデータを共同
研究内で共有化することで，研究目的と研究
素材の繋がりを密にするとともに，相互批評
を通した研究の質を高めることができるよ
うになった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 既存の言語内外の地理情報ならびに新た
に取得した情報を活用して，論文化・学会発
表を継続し，研究目的とする言語地理学の再
構築を実現する。また，臨地調査の結果を地
図として視覚化することを通して，フィール
ドへの還元をはかる。 
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